
能登半島地震被災地における訪問入浴車による入浴支援活動

日本在宅介護協会では、石川県および厚生労働省からの要請を受けて、令和6年能登半島地震の

被災地に訪問入浴車を派遣して、お風呂に入れない要介護高齢者・障がい者の方々の入浴支援活

動を行っています。この活動は、2004年中越地震、2011年東日本大震災、2016年熊本地震など、

大規模自然災害が発生する度に行っています。

今回は、一般社団法人「民間事業者の質を高める」全国介護事業者協議会（略称：民介協）と

協力して活動しています。

●入浴支援活動

▲養護老人ホームの居室内で入居者・避難者向けに入浴支援▲被災した特養の浴室にお風呂を設置

▲福祉避難所での入浴支援 ▲避難所の様子

▲県より発行された通行証をダッシュボードに置いて活動

◀活動メンバーが着用するビブス

被災地では様々な団体が入り乱れて

活動しているので、一目で役割と職務

が分かることが重要です



●自前の給水車による水の確保

◀能登町の浄水場で給水車に給水

輪島市と能登町の浄水場での給水許可をもらい、活動の

合間に水を調達しています。

給水車のタンク容量は4000リットルありますが、10分も掛

からず満タンにできます。

被災地では断水が続き、入浴のための水が確保できないため、専用の給水車を確保して活動しています。

民介協の座小田理事長が社長を務める㈱シダー所有の車両であり、今回の活動の為に1台を提供してくれています。

給水車から訪問入浴車に水を供給▶

奥に見える給水車から、手前にある訪問

入浴車のタンクに水を送り続けています。

●活動チームのベースキャンプ

長期的な活動にも耐えられるよう、今回のチームメンバーの宿舎となるベースキャンプを能登島に構えています。

休業中だったゲストハウスを借り、最大8人まで泊まれる体制を確保しています。上下水道が機能しており、水洗トイレ

もあってシャワーも浴びられます。

◀能登町ゲストハウスうたたね

https://utatane-notojima.com/



●活動エリア

●NHKニュース

ベースキャンプ

能登島のベースキャンプを拠点に、特に被害の大きかった、

輪島市・能登町・珠洲市を中心に

入浴支援活動を行っています。

▼震災の爪痕

https://www3.nhk.or.jp/lnews/kanazawa/20240214/3020019039.html

我々の活動が2/14のNHKニュースで取り上げられました。

以下URLより動画でご視聴いただけます。

さいごに…

能登町役場に掲げられた、

能登高校書道部の作品です

被災地の声を代弁する高校生の想いに

復興への光は確実に見えています

我々は介護の業界団体として、

できる限りの支援を継続してまいります
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